
宇宙から
0.39ミリシーベルト／年

食べ物から
0.29ミリシーベルト／年

合計:2.4ミリシーベルト／年（世界平均）※日本平均2.1ミリシーベルト／年

呼吸によって
1.26ミリシーベルト／年

大地から
0.48ミリシーベルト／年

自然放射線から受ける線量

出典:「原子力・エネルギー」図面集2013から引用

出典：「原子力・エネルギー」図面集2013から引用

放射線の量
（単位：ミリシーベルト）
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東京～ニューヨーク航空機旅行
（往復・高度による宇宙線の増加）

全身CTスキャン
（1回）

全身被ばく（死亡）

胃のX線集団検診
（1回）

胸のX線集団検診
（1回）

日本の１人あたりの
自然からの放射線
（年間・全国平均）

ブラジル/ガラパリの
自然放射線量（年間）

これより低い線量でのがん死亡リスクは
確認できないほど低い

一般公衆の線量限度（年間）
※医療は除く

2.4
1人あたりの
自然からの放射線
（年間・世界平均）

再処理工場の本格操業による
工場周辺の線量評価値
（1人あたり/年間）

日常生活と放射線
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出典：環境省ホームページ「放射線による健康影響等に
　　　関する統一的な基礎資料（平成25年度版）」

　放射線を出す物質を「放射性物質」、放射性物質から出さ
れる目に見えない小さな粒や光を「放射線」、放射線を出す
能力を「放射能」といいます。

　これらをホタルに例えると、ホタルそのものが「放射性
物質」、そこから出る光が「放射線」、そしてホタルの光を出
す能力が「放射能」となります。

放射線を出す能力（1秒間にいくつの放射性物質が変化するのか）
ベクレル（Bq）

放射線による人体への影響 ※パンチの強さ、当たる場所などによって決まります。

シーベルト（Sv） ダメージの大きさ

パンチの数

1時間目

先生！ 
さいきん、「放射性物質」とか、
「放射線」、あと「放射能」って
よく聞くけど、それって何？

いい質問ですね。
確かによく聞く言葉ですけど、
ちゃんと分かっている人は
少ないかもしれませんね。
今日は、放射線や放射能について
勉強していきましょう。

2時間目

3時間目 身の回りの放射線 4時間目 放射線量と人体への影響

放射線と放射能の違い 放射線の単位

帰りのホームルーム

　放射線は、地球が誕生した時から自然界に
存在するもので、原子力施設や病院のレント
ゲン室など、特別な場所だけにあるものでは
ありません。日常生活の中で、身の回りにあ
るものから年間約2.4ミリシーベルト（世界
平均）の放射線を受けています。
　ちなみに、自然界にもともとある放射線
「自然放射線」と原子力施設などから発生す
る「人工放射線」とでは、人体への影響に違い
はありません。

　私たちは食べ物の中に含まれている自然界にある放射性物質によって、
日々、放射線を受けています。例えば食べ物に含まれるカリウムは、人の筋肉や
神経の機能を正常に保つために必要なミネラルのひとつで、放射性物質のカリ
ウム40が一定の割合で含まれています。
　カリウム40は食べ物の摂取や代謝・排泄を繰り返しても、常に体内に一定量
存在し続けます。
　したがって、体内に取り込んだイコール特別に怖いものというイメージを抱
かれる必要はありません。

　世界では放射線からの影響について、たく
さんの研究がされています。例えば、放射線か
ら身をまもる考え方を研究している国際放射
線防護委員会（ICRP）は、100ミリシーベルト
以上の放射線量を受けるとがんで死亡するリ
スクが0.5％高まると発表しています。一方
100ミリシーベルトより低い放射線量では、
がん死亡リスクは確認されておらず、あると
しても確認できないほど低いといえます。そ

れを踏まえICRPは、リスクがあった場合に備
え、人工放射線（医療を除く）から受ける放射
線量を限りなく小さくして「年間1ミリシーベ
ルト以下に抑えよう」としています。近年の研
究では、100ミリシーベルトの影響よりも塩
分の取り過ぎや野菜不足といった生活習慣や
ストレスの方が発がんリスクが大きいとされ
ています。過度の心配によるストレスからの
悪影響を避けることが重要とされています。

少ない量の放射線を気にし過ぎて
大きなストレスを抱えるといった
ことが無いよう、冷静に判断する
ことが大切です。

大昔から、宇宙や大地、
食べ物などから、
放射線は出ています。
私たちは身の回りにある
自然からの放射線を受け
毎日暮らしています。

放射線って、
どんな所にあるの？

放射線って何？
放射能と違うの？

単位が
いっぱいあって、
よくわかんない。

必要以上に放射線を
こわがる必要は
ないんだね。

給食の時間 食べ物に関する
放射線の考え方について

■体内と食べ物に含まれる放射性物質
    （カリウム 40）の量（Bq/kg）

米　30 ビール　10

体の中（60kg の人）　4,000

干しシイタケ
700

ホウレンソウ
200

乾燥コンブ
2,000

魚
100

放射線は
ちょっとでも
体に影響があるの？
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100ミリシーベルトより
低い放射線量の影響は
確認できないほど
小さいといえます。
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　「放射線」や「放射能」という言葉に対して、強い不安を覚えた
り、抵抗感を持つ人がいます。
　しかし私たちは、地球が誕生して以来、大地や宇宙、そして食
物の摂取によって自然界から放射線を受けるとともに、病院で
のレントゲン撮影をはじめとした医療行為などで、放射線を利
用して病気から人体をまもっていることも事実です。

　私たちは、自然界や医療行為などから様々な放射線を日常的に受けてい
ます。そんな中、少ない量の放射線を気にし過ぎて大きなストレスを抱え
るといったことが無いよう、冷静に判断することが重要です。

放射線は目に見えない小さな粒や光などで、
放射能は放射線を出す能力を指します。

　私たちが日常で使うグラム（重さ）、メートル（長さ）
といった単位のように、放射線にも単位があります。 
　「ベクレル（パンチの数）」は、放射性物質が放射線
を出す能力をあらわす単位で、人体への影響を示す

ものではありません。 　
　人体への影響をあらわす単位は「シーベルト
（ダメージの大きさ）」になります。そのため、シー
ベルトの数値に注目することが重要です。

代表的な放射線の単位として、「ベクレル」と
「シーベルト」がありますが、放射線による
人体への影響を理解するのに便利な
「シーベルト」に注目してみましょう。

放射線の人体への影響
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個人の生活習慣
などによるがん

個々のがんの原因は
特定されていないが
食事、喫煙、ウィルス、
細菌などと考えられている

放射線によるがん死亡の増加
（ICRP2007年勧告による推定値）
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